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	論　文　名
	S = 1/2 Kagome Lattice in the Cu2+-Containing Minerals
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	申請者自己アピ－ル（当国際会議への参加動機、発表論文の内容の重要性、論文への貢献度などについて記載し、自己アピ－ルを行って下さい）

	　本申請者が参加するHighly Frustrated Magnetism 2008は、物質におけるフラストレーションの物理を中心議題とする国際会議である。フラストレーションとは、正三角形の頂点に反強磁性スピンを配列する場合(図1)のように、系を安定化させる複数の条件が競合し、同時に満足できないような状態を指す。物質にフラストレーションが内在するとき、単純な基底状態の形成が阻害され、新奇な基底状態や巨大応答が現れる。特に、S = 1/2量子スピンのフラストレーションは、高温超伝導の発現機構とも関連して多くの研究者の興味となっている。本国際会議は比較的小規模(100名程度)だが、フラストレーションの物理に特化しており、これに携わる理論・実験双方の世界の第一線の研究者が集まる。本申請者は、2006年開催の前回会議にも参加したが、海外のグループの研究者と議論し、さらに共同研究を始める機会になったため非常に有意義であった。
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　本申請者は、フラストレート物質の新物質開発を研究の一つの柱としている。これまで、ハイパーカゴメ格子という新種のフラストレート格子をもつ磁性体Na4Ir3O8(Y. Okamoto et al., Phys. Rev. Lett., 99, 137207 (2007)や、電荷配置にフラストレーションがある新規スピネル酸化物LiRh2O4 (Y. Okamoto et al., submitted to Phys. Rev. Lett.)を発見してきた。本国際会議では、代表的なフラストレート格子であるカゴメ格子(図2)にS = 1/2量子スピンを配列した新物質BaCu3V2O8(OH)2の発見について報告する。S = 1/2カゴメ反強磁性体の基底状態は、物性物理学における重要な未解決問題であり、理論・実験双方から集中的に研究がなされている。しかし、現存のモデル物質はどれも欠陥や歪みなどの弱点を有するため、本質的な基底状態は未だに解明されていない。BaCu3V2O8(OH)2は、カゴメ格子スピン系として理想的な結晶構造を有しており、カゴメ量子磁性体の最もよいモデル物質となる可能性をもつ。実際、本申請者が既に行っている物性測定により、強いフラストレーションが観測されている。本物質は、本申請者が中心となって最近合成に成功した物質であり、この物質の磁性に関する報告は全く存在しない。このような新物質の発見について、フラストレーションに特化した本国際会議で発表することは、本申請者にとってだけでなくフラストレート磁性のコミュニティーにとって有意義であると確信している。以上の理由により、
本申請者は当望月基金を受ける資格に十分達
していると自負している。
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	論文名
	S = 1/2 Kagome Lattice in the Cu2+-Containing Minerals

	国際会議名
	Highly Frustrated Magnetism 2008

	開催地
	Braunschweig, Germany

	参加期日
	2008年9月8日～9月12日

	参加目的：フラストレーションの物理に関する国際会議Highly Frustrated Magnetism 2008に参加し、新しいS = 1/2カゴメ格子反強磁性体BaCu3V2O8(OH)2に関する研究成果についての発表を行った。また、フラストレート磁性の分野における最新の情勢について調査した。

	会議の状況：会議は、近い分野を専門とする200人程度で構成され、口頭発表では非常に活発に議論がなされていた。口頭発表では、実験と比較して理論の発表がやや多く感じられた。実験に携わるものとして、今後一層努力したい。ポスター発表についても、本申請者の専門分野と近い内容の講演が多く、非常に有意義であった。

	成果概要：S = 1/2カゴメ格子反強磁性体は、フラストレート磁性の分野において最も興味深いテーマの一つである。その基底状態は、数十年にも及ぶ膨大な研究にもかかわらず、実験的にも理論的にもコンセンサスが得られていない。実験的には、理想的なモデルとなる新物質の発見が、ブレイクスルーを生む有力な方法の一つである。今回申請者らは、そのようなS = 1/2カゴメ格子反強磁性体の新しい系として、BaCu3V2O8(OH)2について報告した。この物質は、これまでに報告されたモデル物質が抱えていた弱点を克服している可能性がある。申請者らはBaCu3V2O8(OH)2単相試料を合成し、磁化・比熱測定を行った。その結果、S = 1/2カゴメ格子反強磁性体であり、強いフラストレーションの影響を受ける結果、2 Kまで長距離磁気秩序、スピングラス転移、スピンギャップ形成のいずれも示さないことを明らかにした。現時点では試料の質に問題があるが、今後これを改善することにより、S = 1/2カゴメ格子反強磁性体の基底状態が明らかにされる可能性がある。また、申請者は本発表により、"Best Poster Award"を受賞した。
















